













学位の種類 理 ヲー 博 士
学位記番号 弟 4 5 3 3 子E玉3 
学位授与の日付 昭和 54 年 3 月 24 日
学位授与の要件 理学研究科 無機及び物理化学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当


















































即ち，山くY-CH=N-@-X(X=H，肌 CI ， F , CH3 : fhf"h を HBA ， HBAB, HBAC, 
HBAF, NBT と略す)の中液品を示さないHBAを基準物質にえらび，特に純度に注意して研究した。
測定の結果， HBA, HBAB, HBTにはこれまでしられていない新しい結品問転移を発見した。さらに
各物質の遂次エントロビー測定中 HBACにも新しい，従来しられていないスメクチック相とみられる
中間相も発見した。
すべての相転移を統-的に理解するためエントロビー変化を相互に比較， (1)液晶物質の結晶間相転
移をふくめた全転移エントロビー変化と HBAの融解エントロビー変化とわずかな誤差でよく一致する
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こと， (2)同種の相転移のエントロピ一変化は置換基とその転移温度の相違のちがいによらず一致する
ことが明らかになった。(1)の結果は液晶が「部分融解的にとけた状態であること」と相転移が遂次融
解であることを定量的に実証するものであり (2)はある液晶状態に対し一定の秩序状態が対応してい
ることを示した。特に結晶~液晶間転移はそのエントロピ一変化がすべての化合物で等しく， n-ヘキ
サンのそれとの比較から，分子中のn-ヘキサンの融解励起と推論された。
このように本研究は 液晶の遂次相転移とその熱力学的安定性を定量的に初めて明らかにしたもの
と考えられ，液晶の相転移の分子論と熱力学的関係についてきわめて興味ある結論を与えたものであ
り，副論文と併せ考え理学博士の学位論文として充分価値あるものとみとめる。
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